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⑤イメージ空間､ こ とば ･記号が広がりをもち､外界からの距離が広がる
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青年期のイメージの言語化と自己形成
-キーツとブロンテの事例検討-
岡田 恵里,松島 恭子
要約 :本論文では､｢言葉による表現｣という心的活動が青年期の心理的発達にもたらす意味を考察することを目的と
した｡∫.キーツならびにEJ.ブロンテという二人の詩人の詩作を題材としながら､その心的特徴を分析検討した｡二人
は青年期に特有とされる孤独感や将来への不安を強く抱きながらも､詩作を通して心理的成長を遂げたと考えられる｡
彼らの生い立ちとその詩の検討を通じ､青年期におけるイメージの言語化が自己形成にもたらす作用を考察した｡
分析において①自己の発達､②象徴世界の獲得の流れ､③言葉の獲得過程を概観し検討した結果､言葉や自己､象徴世
界に相互的な関連性のあることが明らかとなった｡さらに､言葉が自己の内界の意味づけや検討する際の手助けになる
ことが示された｡
こうしたことから､青年期において､一方で孤独や秘密を大切にしながら､他方では他者との関係を模索しつつ自己を
見出すという心的作業が行われ､それによって､象徴世界およびその言語化が､自分の守りや他者との親密性､自己の
姿の検討に役立つことが考察された｡これらの心的活動は､青年期の心理的発達の一つの特徴と考えられた｡
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